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の定量：ディーゼル排気粒子中濃度との比較および大気内二次生成の可能性. フォーラム

2006：衛生薬学・環境トキシコロジー , 2006. 10. 30 - 31, 東京. 
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他研究機関との共同研究状況

　1 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 未規制有害化学物質の大気内挙動と生体影響に関する研究, 

松本　寛, 酒井茂克, 北海道立環境科学研究センター , 1999-現在. 

　2 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 未規制有害化学物質の大気内挙動と生体影響に関する研究, 

柿本　均, 石川県保健環境センター , 1999-現在. 

　3 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, ディーゼル粉じんの内分泌かく乱作用に関する研究, 青木康
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　4 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, ディーゼル排気の環境ホルモン作用に関する研究, 武田　健, 

東京理科大学, 2000-現在. 

　5 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 唐　　寧, 日本学術振興会日中科学協力事業共同研究「東ア

ジアにおける多環芳香族炭化水素類の大気内挙動に関する研究」, 林　金明, 中国科学院生
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　1 ） 鳥羽　陽（代表）, 早川和一（分担）, 木津良一（分担）, 学術振興会科学研究　基盤研究B, ベン
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円. 
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露する未規制多環芳香族炭化水素の健康リスク評価に関する研究, 平成14年, 1,000千円. 
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